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経済学部同窓会総会が１２月２日（土）に深沢キャンパスで開催されます。
今回の総会では、特別講演・懇親会も併せて開催致します。

開催日：令和５年１２月２日（土）
総　会：１５：００～　／　記念講演：１６：００～　／　懇親会：１７：３０～

※懇親会の参加費は無料です。

「第10回経済学部同窓会総会」にご参加を！！

日頃より同窓会の皆様には、学生への多大なるご支援をいただき感謝申し
上げます。
新型コロナの感染症法上の位置づけも２類から５類へと分類が変更され、

いよいよ本格的にウィズコロナの段階に入りました。
今から３年半前、新型コロナ感染症が世界で急拡大した初期の段階、日本のほとんどの大学が授業

形態を対面からオンラインへと変更せざるを得ない状況となりました。それは、本来であれば対面で
行うべき授業をオンラインで代替するというものでした。しかし、現在の駒澤大学では、対面を原則
としながらも、オンラインによる授業配信のメリットも理解して、積極的にその活用を取り入れるこ
とで、総合的により高い教育を目指して行く方向で進んできています。
少子化・高齢化・人口減少の進む現代日本のなかにあって、ウィズコロナの社会は新型コロナ感染

症拡大前の状態に戻るのではなく、新しい段階に入るのだろうと考えられます。それに対応するべく、
われわれ経済学部でも、積極的に新しい取り組みを検討しながら、さらなる発展をめざしていきたい
と考えています。同窓会の皆様におかれましても、今後とも経済学部教学にお力添えいただければ幸
いに存じます。
一方、コロナ禍で失われたものもたくさんありました。経済学部ではゼミの履修者が減少していき

ました。とりわけ、４年次でのゼミの履修が減っていきました。それとともに卒業論文を執筆する学
生の数も減っていきました。
講義科目に比べれば対面授業も多かったゼミですが、それでもコロナ禍では、ゼミの本質ともいえ

る密度の濃い議論や討論の時間の設定、あるいは様々なゼミ行事の開催が極めて難しかったことによ
り、通常の講義科目とゼミとの性質の違いが認識されにくかったためと、われわれはその原因を分析
しています。そこで、ほぼ対面での活動が可能になった今年度からは、できるだけゼミは対面で実施
することとし、またスポーツ大会の復活や合宿あるいは巡検などの再開や充実を進めるなど、ゼミ活
動の活発化に大きくテコ入れをしていくこととなりました。
このように、駒澤大学全体の方針に従った感染対策に充分配慮しながら、経済学部では学生生活に
おけるゼミの重要性に鑑みて、ゼミの履修者と卒業論文の執筆者を増やすとともに、オンライン利用
のメリットも取り込みながら、ゼミや講義科目のみならず学部全体の活性化に取り組むことで、学生
の学びと暮らしの支援をさらに進めてまいりたいと考えております。

番場 博之（教授，流通政策担当，2008年着任）
『学びの変化とウィズコロナ』
～学部長挨拶～
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駒澤大学新図 書館 訪問 記駒澤大学新図 書館 訪問 記

柚木 駿一（経済学研究科博士課程満期終了／昭和５１年度）

新型コロナ禍で暫く大学を訪れる機会もなかったが、この記事の準備のために５月の末に足を運び
ました。飯島、石渡の両課長にお話を伺い館内もご案内頂きました。もちろん、エントランスの寄付
者銘板の“経済学部同窓会”の名もしっかり確認できました。
私は、１９６６（昭和４１）年４月に経済学部に入学し、古庄正先生の下で学部の３年時から「大正・
昭和期の栃木県足利市の織物史」などを勉強し始めていたので、図書館で何かを調べるよりは、時間
があると足利の旧家などを訪ね廻っておりました。そして、大学院入学後、程なくから、経済学部資
料室というところでアルバイトをすることになり、経済学部で発行する「研究紀要」や「経済学論集」
を他大学や研究機関との交換（毎号宛先を手書きで１５０通前後の送付作業）や先生たちの選定図書の
リスト化などの作業を通じて図書館の皆さんと接してました。交換雑誌をなどを運んだついでに書庫
で長い時間、資料をめくる、関連書籍を読み漁っていたのが図書館利用の思い出です。咎められなかっ
たが、ルールに反した利用でしょうね。関係者扱いしてもらえていたのかな。
勿論、国会図書館等にも通ったが、一般的には、駒澤大学の図書館も図書カードを検索し、貸出し
を受けるのが、当たり前の利用スタイルでした。近年の校舎・ロビーや食堂は駒澤大学以外でも多少
経験していたが、今回の駒澤大学新図書館は、私にとって全く違う空間に飛び込んだ思いでした。
館内で会話ができる、通話ができる、飲み物を飲むことができる、何と何と軽食が可能なスペース
まで館内にある‼時々足を運んでいる八王子の図書館の閲覧学習室の利用が、２時間に制限されてい
るのに比べて何ということか。最新の駒澤大学図書館と比較することが大間違いか。
予約制で利用者に制限はあるものの、落ち着いて研究に打ち込める個人研究室。予約制ながら資料
や図書を読みながらグループで議論しつつレポートを纏めることもできるグループ学修室。一部の図
書を除いては、書架から自分で目的・関心に応じた図書・資料を取り出し、とても開放的な閲覧スペー
スでゆっくりと利用できるように設計されている。
ちょっと、一息つきたければ、持参マイボトルをゴクリ。そして、昼食を惜しんででの調べものな
ら軽食を採れるスペースもある。まさにその名の通り、落ち着いた格調高い色調に統一された“ 滞在
型図書館”です。
図書館は、智を蓄えており、知識の森であり、情報の玉手箱（館長）です。私たち卒業生も、もう一度、
智を磨き、智を活かすことを目指してみませんか。駒澤大学新図書館は、きっと、願いを叶えてくれる、
そんな想いを強くした訪問でした。
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２０２２年度卒業式は、２０２３年３月２３日におこなわれました。経済学科３３６名、商学科２２７名、現
代応用経済学科１６７名、合計７３０名の卒業生が誕生しました。

経済学部同窓会は、在学中勉学に励み、人物にも優れた９名に賞状と記念品（ＵＳＢメモリ）を授与しま
した。受賞の誇りと自信をもって、今後は社会人として活躍されることを期待しています。

経 済 学 科：　田中　　萌　　　　豊田麻衣亜　　　　伊藤くるみ

商 学 科：　星　　晴輝　　　　進藤　　翔　　　　澤井　　翼

現代応用経済学科：　片山　智己　　　　金井田薫音　　　　祭　　佳怡

経済学部の学生の日頃の研究成果を表彰する「学生奨学論文」制度は、２０２２年度で第１１回を迎
えました。２０２２年度の受賞者と論文タイトルは下記の通りです。

【審査結果】
１．特選　該当なし
２．入選（３編）
①蕪木 沙耶　「『農』と共生する都市 ― 戦後の横浜・川崎を事例として ―」
②田中 勇人・杉村 一星　「前橋市における Entrepreneurial Ecosystem の形成プロセス ― ㈱ジンズ

ホールディングス代表取締役 CEO 田中仁氏の起業活動 ―」
③前田 武叡志・志田 雅樹　「駒澤大学生のリスク態度と生活・学修態度・将来観 ― 駒澤大学生の学

生生活に関するアンケート調査２０２１より ―」
３．佳作（５編）
①大垣 愛歩・爲石 結奈・菅原 可愛　「商店街における起業家プラットフォームの形成モデル ― 前橋

中央通り商店街を事例として ―」
②川多 彩矢　「コロナ禍において変化する貧困に必要な支援策とは」
③中川 晶太郎　「日本とアメリカのビルボードチャートの比較」
④小野 真果　「リカレント教育による地域人材育成 ― 産学官連携を活かした地域プラットフォーム ―」
⑤滝澤凌太・森永乃雅・戸石悠大・安齋太康　「著作権は文化の発展に寄与してきたか ― 保護のあり

方を考える ―」
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「第10回経済学部同窓会総会」のご案内「第10回経済学部同窓会総会」のご案内

ー 同窓会事務局からのお知らせ ー

経済学部同窓会総会が１２月２日（土）に深沢キャンパスで開催されます。
３年に一度の総会では今期の総括と次期の活動方針が審議されます。同窓会の発展のための活発
なご議論をお願い致します。また、今回の総会では、特別講演・懇親会も併せて開催致します（詳
細は以下の通りです）。
商経学部・経済学部の卒業生なら同窓会員でない方もオブザーバーとして自由に参加できます。
お誘いあわせのうえ、多数の皆様のご参加をお願い致します。

開 催 日：令和５年１２月２日（土）

総　　会：１５：００～１６：００（会場：深沢キャンパス１２０周年アカデミーホール）

記念講演：１６：００～１７：００（会場：深沢キャンパス１２０周年アカデミーホール）
　　　　　小栗崇資（駒澤大学名誉教授）「ＳＤＧｓで社会と企業は変わるか」

懇 親 会：１７：３０～１９：３０（会場：深沢キャンパス洋館　大ホール）
　　　　　※懇親会の参加費は無料です。

１．同窓会組織の強化にご協力ください
同級生、ゼミやサークルの仲間、地域のお知り合いで「経済学部同窓会」に加入していない方がおられましたら
ご紹介ください。未加入の方に事務局から入会案内をお送りします。

２．「こまざわ経済通信」の原稿募集
同窓会報の充実のため原稿を募集しています。積極的なご投稿をお願いいたします。
・論題：自由　　・字数：800 字以内
・送付先：駒澤大学経済学部同窓会事務局（下記）
原稿の採否は事務局にご一任ください。

３．役員を募集しています
ボランティアで同窓会の仕事をしていただける方を募集しています。軽い仕事なのでご負担になることはありませ
ん。仲間と楽しみながら、同窓会と経済学部の発展ために貢献できます。有志の方は事務局までご連絡ください。

４．facebook の公開グループにご参加ください
経済学部同窓会の公開グループ（https://www.facebook.com/groups/komakei.obog/）が活性化しています。
同窓生の情報発信や情報交換の場としてご活用ください。

５．経済学部ホームページがリニューアルしました
経済学部と同窓会のホームページがリニューアルしました。ぜひアクセスしてみてください！

経済学部同窓会事務局（経済学部事務室）
〒154－8525 東京都世田谷区駒沢１－２３－１　電話：０３－３４１８－９３４３

経済学部 経済学部同窓会駒澤大学

https://www.komazawa-u.ac.jp/ https://www.komazawa-u.ac.jp/gakubu/
economics/

https://www.komazawa-u.ac.jp/gakubu/
economics/alumni.html


